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（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

 2012年５月に「笠岡を元気にする会」は発足し

ました。社会的弱者を応援していくこと、〝共に

生きる〟を理念として、４ヶ月の活動実績をもと

に、その年の９月に岡山県知事の認証を受け、 

ＮＰＯ法人として活動を展開してきました。 

 この８年間の内に、3200を超える生活相談を受 

けてきましたが、その背景には、常日頃から元気 

会を支えていただいている会員のみなさまの力が

あればこそです。 

 現在、〝集え～る・ひまわり〟〝就労継続支援

Ｂ型作業所〟〝発達障がい児支援事業〟〝障がい

者生活介護事業〟と分野を拡げての活動となって

いますが、みなさまには、引き続きのご支援、ご

指導をよろしくお願いいたします。 
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年月 性別 年代 事由 申し出人 

 ４月 男 40代 知的・放浪 警察・支援員 

４月 男 40代 虐待・脅迫 会社・有人 

４月 男 70代 暴力 福祉 

７月 女 70代 身元不明 警察 

８月 男 50代 住居困難 民生委員 

８月 女 20代 ｱﾙｺｰﾙ依存症 SNSで本人 

９月 男 60代 身元不明 生活支援ｾﾝﾀｰ 

10月 男 70代 出所後対応 生活支援ｾﾝﾀｰ 

10月 男 70代 出所後対応 県社協支援ｾﾝﾀｰ 

11月 夫婦 70代 虐待 地域世話人 

12月 男 50代 出所後対応 岡山刑務所 

12月 男 50代 出所後対応 県社協支援ｾﾝﾀｰ 

３月 男 10代 放浪 会社 

合計  １３件 

笑顔咲くたくさんの“好
き”に 
     会える場所 

 比較的重度の障が

いを持つ方たちが、

スタッフと一緒に共

に生きる毎日を、す

てきに過ごしていま

す。 

 



 元気会の生活相談は、2012年５月
累計3200件を超えました。社会の中
で人々が暮らしていると、どうして
も苦楽があり、谷間があります。 
「暮らしの谷間を埋める」そんな思
いの活動を、月に一件のペースで先
月から連載しています。 

名付けて 

 元気会生活相談活動の中から、 

 〝暮らしの谷間を埋める〟 

 紹介シリーズ  

 今回は〝コロナ〟対応 

 埼玉の親せきの葬儀が終わり、笠 

岡への帰路についたＡさん（60歳代

男性）は、新幹線の中で考えた。 

「家には80歳代の両親が居る。コロ

ナウイルス蔓延の関東は埼玉から、

このまま自宅に帰ってしまうと、万一、

コロナがついていたら両親が心配

だ！」 

 Ａさんはこの悩みを笠岡市のコロ

ナ対応の対策本部へ相談。 

 対策本部は、この相談に安価な避

難場所を方々に当たる。 

 人と接触せず、泊まれる所。でき

れば安いところがいい。そこで、 

「無料低額寄宿所」的シェルターの役

割をしている「三洋」の建物を持つ元

気会に連絡あり。 

「ハイ、イイデスヨ！一泊1200円」 

「部屋に、風呂、トイレ、冷蔵庫、テレビ、

アリマスヨ。イツデモＯＫデス」と元気

会快諾。 

 Ａさん、笠岡駅から「三洋４Ｆ」に直

行。二週間泊の後、 

絶好調でご両親の待つ 

自宅に帰られました。ハイ。 

ＮＰＯ元気会の役割は、こうした時

間的、人的、困難課題等で、行政が

即対応困難な谷間を埋める部分を担

う事を非営利（実費）で補完し担う

ことを目的に活動しています。 

 創設50年を迎えた昨年から、天野産業(株) 

グループは社会貢献として、笠岡で社会的弱 

者支援の団体に〝天野基金〟助成金を授与さ 

れています。 

 今年は、この助成金に市内で子ども食堂を 

開設されている次の５団体に決定。 

 ４月22日に授与式が行われ、天野和彦社長 

が〝みなさんの活動に頭が下がる思いです〟 

と、感謝と激励の言葉で一団体ごとに拍手を 

贈られました。 

 天野産業さんありがとうございました。 

 ちなみに、昨年の第一回受賞では、〝元気会〟がいただきました。 

 今回はコロナの影響で公的施設が使用不可のため、〝三洋〟大広

間での授与式です。受賞５団体のみなさま、おめでとうございます。 

別紙に、５団体の詳細説明を添付してます。 

部屋そうじ、ゴミ片付け、 

草刈りなど、元気会相談と 

就労継続支援Ｂ型さとみの

連携で、こんな大ゴミ処理

でも出動です。 

みんな大活躍です。 

４月15日と24日に 

さとみチームと集 

え～るチームは、 

コロナに対する予 

防注意喚起と呼び 

かけをかねて神楽 

で祈念。 

走出の神楽太夫 田中恵さ 

んと愛の善意銀行 三好孝 

一さんの舞に、マスク姿の 

みなさん大喜び。コロナを 

吹き飛ばせとばかりに換気 

で開けっ放しの部屋に拍手の嵐。 
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